


高知城ガイド実習



高知県立伊野商業高等学校

□高知市に隣接した「いの町」

□昭和38年 設立（昭和38年）⇨「商業科」

□平成7年に5つの特色を持つ「小学科」

国際観光課（①国際理解教育②観光ビジネス教育）

□平成24年に１学科「キャリアビジネス科」

ﾂｰﾘｽﾞﾑｺｰｽ(①ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ②ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝ)





高知のことを理解し、高知の

「観光」を支える人材となる

高知がもっと元気になるためには

どうすればいいのか考えられる人材







体験的学習



ホンモノ





人との関わ
り合いから
学び成長





高知城ガイド実習

毎年５月のＧＷ中に
実施！





お礼の
手紙やメール💌
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高知をもっと好きに♪



コロナ禍での校内ガイド





＜＜インターンシップ（2年次）＞＞
観光関連業での4日間の就業訓練
および事前学習・事後学習

いの町を元気に☆プロジェクト
町長へのプレゼン提案

代替

継続

課題研究（3年次）まちなか



＜＜研修旅行＞＞
・添乗員実習 ・テーブルマナー研修
・バスガイド実習 ・自主研修行程表作成

R2

アニメから学ぶスポーツツーリズム

代替

R3

観高ｻﾐｯﾄ：オンラインでおもてなし



＊体験観光 ＊自然観光 ＊観る観光 ＊ランチ
＊ディナー ＊スイーツ ＊お土産 ＊お祭り
＊土佐弁講座 ＊幡多弁講座
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・校外活動が実施できていない
・体験活動からの学び、人間関係育成、団
結力を高める機会をつくられていない

・クラス、コース内がバラバラ

クラスが、コースが、
１つになれる場の設定
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地域活性化の取組み・学校近くの枝川公園







乗車できなくても・・・
お客様と出会えなくても・・・





観光動画 ：列車内で上映



今年度

• メインの乗車（車内ガイド・車内販売）

⇨乗車は１０月末２回１１月に３回で終了

⇨保護者の許可は１１名中６名

⇨生徒内での温度差

⇨体験活動の少なさ

⇨学びへ繋げられないもどかしさ



★ＳＮＳで効果的に、観光列車の情報発信ができる

企画１．フォトコンテストの開催

企画２．「30人の陰の力を繋げよう」プロジェクト



企画１： フォトコンテスト

☆目的

・観光列車の魅力やおもてなしを伝える

・思い出が共有でき、列車のPRにも繋げる

☆方法

・SNS（Instagram・Twitter）で募集、発表

☆応募

・期間：10/2～24日 ・応募数：58人208作品

☆審査員

・JR四国、沿線町村の観光協会や役場、伊野商生





企画２
３０人の陰の力を繋げようプロジェクト

☆目的
観光列車を支える方々の想いをSNSで届けることで、
⇨列車の魅力をさらに増す
⇨届ける方々にも元気になっていただく
⇨SNSを通して様々な人との懸け橋に！

☆方法
アポ取り→撮影（30秒・10秒・笑顔の写真）
SMS（Instagram・Twitter・TikTok）
⇨告知動画3日間、11/24～毎日21時配信（30日間）



観光列車を
デザイン
した方

沿線で
おもてなしを
している方

トイレット
ペーパー
会社の方

清掃の方
お弁当を
作って
くれる方

運転手さん
や

車掌さん







いの町まちなかプロジェクト！



・集客イベントで
商店街の存在・魅力を知って
もらいファンを作る！

ミッション
「商店街に１００人集客せよ！」



町内の親子を
ターゲットに
イベント実施



集客のために・・・・

・「竜とそばかすの姫」の
フォトスポットを
商店街の入口、出口に設置







・除幕式などで
風船・オリジナルバッチの配布

・商店街の店舗でお菓子ラリー





・商店街の店舗でお菓子ラリー

・紹介カードとともに店舗の広報







＜＜課題＞＞

□活動ごとに繋がりや連続性を持たせる

リフレクションシートの活用

□生徒たちへの効果的なフィードバック

□体験をどう日常に落とし込んでいくのか



＜＜コロナ禍での活動＞＞

□コロナ禍でもこれまでと変わらない学びの場
□リアルに近い熱量を感じるオンラインの工夫
□オンラインの効果的な活用法

□困り感
・準備しては →中止、延期、内容変更【判断時期の見極め】
・授業や行事の再構築
・生徒：気持ちの切替え・次への動機づけ・ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ

□プラス面
・柔軟な対応
・制限の中で実施する方法
・中止を見据えた実施計画
・これまで以上に一回一回をチャンスに！
・リモートの知識や技術向上



＜＜特に！！！＞＞

校外活動や体験活動からの学びを
重視しているツーリズムコース

・人間関係の育成

・団結力を高める機会

・自信と社会力





＊人に喜ばれることがこんなにうれしいとは
思いませんでした。

＊この活動を通して、自分自身の行動力を
身に着けることが出来ました。

＊笑顔の数が増えました。最初はお客さん
と話すのが苦手で笑顔も作れなかったけど、
乗車回数を増やしていくたびに、お客さんと
話すのが楽しくなった。

自分のチャレンジ・変化



＊一つの目標に向けてみんなで
意見を出し合って、協力しながら
作り上げていくことが、楽しいと
感じられた。一生懸命やることは、
とても楽しい！

＊一人一人信頼出来て、
いつも助けてくれてありがとう。

仲間の存在



＊私たちが頑張れる理由は、
お客様の輝く笑顔や、

沿線の方の温かい声援があったから
だと思い、たくさんの人の存在の大き
さを感じました。

また会いたいと思ってしまう。

地域の方やお客様の存在



＊高校生の活動に大人や、ちゃんとし
た企業の方々が、僕たち高校生の意見
を本気で聞いてくれたり、しっかり話を
聞いたうえでちゃんと答えを出してくれ
たりするところがすごいと思った。

一つお店を自分たちで経営してみると
かもいいと思います。

協力企業の存在



本物を見る
プロから学ぶ
自ら体験する



自信と社会力
を身につける！






